





















「新しい公共」は、市民や NPO が主体となって行ない、行政はそれをサポ トーする内容の公的な事業を指し
ている。この背景には市民側のニ ズーがあるのは勿論であるが、行政の財政事情があり「小さな政府」的な
考え方もその背景にあった。地域社会と結びついたこの「新しい公共」を目指して当研究所は研究・教育活
動を積み重ねてきた。
　４年という短い期間で多様な研究があった。台湾政府フェローシップの援助を得て国立屏東科技大学と行
われた共同研究やルワンダの技術教育協力プロジェクト等にみられる国際学術交流。三郷周辺の大気中の二
酸化炭素の変動に関する長期測定。「福島再生の会」の協力による福島県飯舘村での放射能拡散状況の調査。
奈良県の観光プロジェクト。メディアの世論調査の問題点に関する研究。農業縮小の現状調査等々多くの
研究が積み上げられたことを評価したいと思う。毎年の研究所年報の発行、研究発表会、公開シンポジ
ウムの主催等々は地域貢献に大いに貢献したと自負している。これらの成果は本学のこれからの高等教育に
生かされるものと期待している。
　学術・文化は一朝一夕で成るものではない。長期にわたる積み上げが大事である。奈良産業大学に行けば
この事が分かる、この事に関するデータや資料が調っている、といった本学の学術文化の礎を築いていくこ
とは本学の将来のために欠かせない課題である。それが又、本学のブランド力の向上に繋がると考える。
　今年は奈良産業大学創立 30 周年の記念すべき年である。本学では、これまでの出来事を整理し纏める
作業が進められている。少子高齢化社会がますます進む社会の中で解決すべき多くの問題を抱えている。今
の時代を生きる人達のために、また将来を支える若者のために、教員それぞれの立場から、今後も引き続き
これらの課題に取り組んで頂きたいと願っている。
　最後になりましたが、関係者の皆様大変ご苦労様でした。また４年間研究所年報の編集に尽力された教
職員の皆様に深く感謝します。
